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貝
塚
市
立
図
書
館
の
２
階

に
郷
土
資
料
室
が
あ
り
ま

す
。
嘱
託
職
員
と
し
て
、
古

文
書
の
発
掘
・
研
究
の
仕
事

を
し
て
い
る
曽
我
友
良
さ

ん
。も
う
10
年
に
な
り
ま
す
。

　

貝
塚
市
は
古
文
書
類
の
宝

庫
だ
と
い
い
ま
す
。「
貝
塚

と
い
う
土
地
は
、
願
泉
寺
と

い
う
寺
を
中
心
に
し
た
寺
内

町
と
い
う
歴
史
を
持
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
は
海
側
の
地

域
で
、
そ
の
ほ
か
の
地
域
は

岸
和
田
藩
の
領
地
で
し
た
。

小
さ
な
村
が
多
く
、
代
々
の

庄
屋
の
家
や
旧
家
に
い
ろ
ん

な
古
文
書
が
残
っ
て
い
る
ん

で
す
。
多
い
と
こ
ろ
で
は
数

万
点
も
あ
る
ん
で
す
よ
」

と
、
話
し
始
め
る
と
と
ま
ら

な
い
曽
我
さ
ん
。

　

も
と
も
と
大
学
で
日
本
史

を
専
攻
し
て
い
た
曽
我
さ

ん
。
古
文
書
な
ど
の
文
化
財

に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、「
貝
塚
に
は
史
料
が

た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
か
ら

研
究
材
料
に
い
い
よ
」
と
声

を
か
け
ら
れ
た
の
が
、
こ
の

分
野
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る

き
っ
か
け
と
か
。

　

郷
土
資
料
展
示
室
で
は
、

市
の
指
定
文
化
財
に
つ
い

て
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
順

次
、
展
示
し
て
い
ま
す
。
７

月
７
日
か
ら
は
「
寺
院
と
役

所
」
の
テ
ー
マ
で
、
発
掘
さ

れ
た
寺
院
遺
跡
の
出
土
品
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

「
文
献
や
古
文
書
な
ど
の

文
化
財
の
分
野
は
、
多
く
の

自
治
体
で
は
正
規
職
員
が
配

置
さ
れ
て
い
る
の
が
普
通
な

ん
で
す
が
、
貝
塚
市
は
嘱
託

や
ア
ル
バ
イ
ト
で
や
っ
て
い

ま
す
。だ
か
ら
と
い
っ
て
、私

た
ち
の
仕
事
に
関
し
て
、
成

果
や
実
績
に
遜
色
が
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

だ
け
に
、
賃
金
や
労
働
条
件

の
改
善
は
当
然
強
く
持
っ
て

い
ま
す
」と
、仕
事
に
対
す
る

熱
意
と
思
い
を
キ
ッ
パ
リ
。

　

「
や
り
が
い
も
あ
り
、
好

き
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、
四
六
時
中
、
文
献
や
古

文
書
と
に
ら
め
っ
こ
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気

分
転
換
に
、
ま
っ
た
く
違
う

こ
と
を
や
っ
た
り
し
て
い
ま

す
よ
」
と
笑
い
ま
す
。

古
文
書･

文
化
財
研
究
に

情
熱
を
持
っ
て

タ
テ
の
カ
ギ

❶
植
物
の
地
中
に
あ
る
茎

❷
酔
う
こ
と
。船
○
○
、○
○
が
回
る

❸
○
○
○
つ
ら
み
を
愚
痴
る

❹
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ッ
プ
で
ス
ロ
ー
の

対
❻
○
○
が
広
い
、
○
○
に
泥
を
塗
る

❼
２
言
語
を
併
用
す
る
こ
と

❾
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
使
用
す
る
、
羽

根
の
つ
い
た
球

�
地
位
な
ど
が
空
い
て
い
る
状
態

�
野
球
で
レ
フ
ト
、
セ
ン
タ
ー
、
ラ

イ
ト
を
守
る
野
手

�
東
京
都
庁
の
略

�
布
・
紙
な
ど
の
地
の
白
い
も
の

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
遠
く
ま
で
走
る
こ
と
。
一
塁
か
ら

○
○
○
○
ホ
ー
ム
イ
ン

❺
ゆ
り
か
ご
か
ら
○
○
○
ま
で

❽
人
を
操
っ
て
思
い
の
ま
ま
に
行
動

さ
せ
る
者
。
ま
た
、
で
く
人
形
を

操
る
大
道
芸
人

�
兄
弟
姉
妹
の
息
子

�
秘
密
の
契
約
。
○
○
○
○
を
交
わ

す
�
忍
者
と
言
え
ば
甲
賀
と
こ
こ

�
句
点
と
読
点

�
釣
り
○
○
を
垂
れ
る

�
○
○
は
友
を
呼
ぶ

�
名
古
屋
城
と
言
え
ば
金
の
○
○
○

○
○

�
甘
い
○
○
を
吸
う

�
宮
本
武
蔵
の
五
輪
の
○
○

�
通
行
用
の
道
路
。
通
り
道

�
株
式
会
社
の
取
締
役

�
派
手
の
対
語

新語

十番勝負

　刑務所での警備や監視、清掃、職業訓練など、運営の大半を、民間に委託した「民間刑務所」が登場しま
した。名前は「社会復帰促進センター」。５月にオープンした第１号の美祢社会復帰促進センター（山口県美
祢市）は比較的刑の軽い受刑者を収容しています。施設内では、無線タグによる受刑者管理システムを採
用。鉄格子や高い塀もありません。ベッドにテレビ、窓は強化ガラスでできています。こうした刑務所は年
内に栃木、兵庫、島根などでも開所します。

民営刑務所
新語

十番勝負

　いま改憲勢力の中核となっているのが「日本会議」。前身は「日本をまもる国民会議」などで1997年に発
足。都道府県に支部があり機関紙『日本の息吹』を発行しています。「日本会議国会議員懇談会」には国会
議員として、自民党が衆議院149人、参議院60人、民主党が衆議院18人、参議院７人、無所属で参議院１人
が加入。安倍内閣には12人の閣僚、２人の官房副長官、４人の総理大臣補佐官合わせて18人がいます。自民
党三役では中川昭一政調会長がメンバーです。

日本会議

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
組
合
名（
職
場

名
）」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い
て
、

送
っ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、ハ
ガ
キ
の

余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
ひ
と
こ
と
書
き

添
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。
解
答
者
の
中
か
ら
５
人
に
図
書

カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。「
声
」は「
読

者
の
声
」
と
し
て
紙
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０―

０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13―

15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
８
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
０
７

年
９
月
号
の
紙
面
に
掲
載

５
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
０
７
年
５
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
46
通
の

解
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ
ぎ
の
５

人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
く

り
ま
す
。
敬
称
を
略
し
ま
す
。
▼
清
水

朋
子
（
東
大
阪
市
職
労
）
▼
山
本
ゆ
か

り
（
枚
方
市
職
労
）
▼
道
岡
幸
絵
（
大

東
市
職
労
）
▼
畑
中
邦
子
（
八
尾
市
職

労
）
▼
三
浦
好
美
（
松
原
市
職
労
）

ハ イ キ ン グ ト ワ
カ ツ ジ ミ ア イ
イ キ ヨ ウ ツ タ
シ ヨ ウ レ プ リ カ

ウ キ ン リ ユ
ア コ ン ケ ツ カ
シ ヨ ウ ジ キ ア シ
タ ホ ツ ト ケ ー キ

５月号の解答
「ワーキングプア」

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：この役所も解体・民営化へ

てんびんちゃん
が行く

　貝塚市には約180人の嘱託職員がいます。そして、貝塚市職労の
嘱託員部会には約100人が結集しています。てんびんちゃんキャン
ペーンのなかで、嘱託員部会は要求タペストリーをつくりました。

「てんびんちゃんが行く」、今回は貝塚市に。

「憲法と職場･仕事」
メッセージ運動

原稿やメッセージを
募集しています

　大阪自治労連では、 「憲法を守り生かす大運動」 のとりくみのひとつとし

て、 この夏季闘争のなかで、 「憲法と職場・仕事」 メッセージ運動を提起して

います。 これは、 憲法と職場・仕事をあらためて見つめなおし、 職場・仕事

から憲法とのかかわりを率直に出し合い、エッセイ、コラム、短文、レポー

ト、 詩、 短歌など、 それぞれに合った表現のしかたで、 メッセージや思いを

つづる運動です。 職場からの多数の原稿・メッセージをお待ちしています。 ▲

応募先　大阪自治労連・憲法闘争本部
　　　　　あて先の住所などは表紙の 「題字」 下を参照してください▲

寄せられた原稿やメッセージは、 機関紙や宣伝物に掲載していきます

　６月16日、大阪市内で、大阪自治労連青年部の新採歓迎

レセプションがひらかれました。会場には、大阪府下の16

単組から180人の青年が集まりました。

　若いエネルギーとフレッシュな仲間を前に、尾崎一美青

年部長は「新しい仲間を大阪自治労連青年部は心から歓迎

します。私たち青年部はいろんな活動をしています。ぜ

ひ、新しい仲間のみなさんもいっしょにやっていきましょ

う」と呼びかけました。レセプションでは、バイキング形

式の飲食に、クイズやゲームも飛び出し、みんなでワイワ

イガヤガヤ、にぎやかで楽しい集いになりました。

大阪自治労連青年部の新採歓迎レセプション

16単組から180人が楽しくつどいました

フレッシュな青
年がこんなにた

くさん集まりま
した

曽我友良さ
ん（貝塚市教育委員会

郷土資料室　　　）

その

２

書記局ミニにゅ～す 　大阪自治労連書記局には、結成以来17年間にわ

たって働いてきた宣伝カーがありましたが、排ガ

ス規制などもあって５月に廃車となりました。６

月から、２代目の新しい宣伝カーが配備されまし

た。スピーカーも強力で、カーナビも備えて、連

日、街頭宣伝などで大活躍しています。街中や、

駅頭などで見かけたらぜひ手を振ってください。
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大阪自治労連に

新しい宣伝カーがお目見え

古文書
に関わ

る話を
する

と、と
まらな

い曽我
さん

新
し
い
宣
伝
カ
ー


